
1

所謂L中央地溝帯1南西都の地質構造

伊　田　　一　善

言

　本研究は卒業論文として横山教授・松下教授の御指導の下に昭和十七年九月より翌年

八月末に至る間の實習の結果を綜合したものである。

　嘗てナウマン・原田両氏がフオツサ・マグナとして指摘し，後に矢部教授が英の西縁

を。糸魚川一静岡線■と呼んだ一大破綻線である所謂中央地溝帯に就ては既に幾多の

地質學者・地形學者が研究を残してみる。此の所謂中央地溝帯に蟄達する特殊の地居

。御坂居■と太平洋岸の大井川盾との居序學上の關係は興味深い問題になって居り．叉

L糸魚川一静嗣糠■の南端附近の位置も亦野間とされて居た。之等の問題を解く一助

に資するのが此の研究の目的である。中央地溝帯の南部，節も當調査地域及び英の近傍

には鈴木敏・山崎直樹・井上春雄・吉　　　　　　〔欝岡廓雇原郵西部地域履序〕

井正敏・大塚彌之助・井尻正二の各氏

の研究がある。殊に大塚博士は筆者と

殆んど同一時期に當地域の巾牟を調査

され，英の概要を昭和十八年夏札幌に

於ける學會に製表された。

　此の研究を終るにあたり終始御鞭捷

下され量後には暑さをも嬢はす費地に

就て御指導下さつた横山先生，並びに

御懇切なる御教導を給はった松下先生

に謹んで御穂申し上げ又種々貴重なる

資料を御貸し下さつた先輩出申元之進

學士，多くのヒ：／トを與べられた大塚

博士に封し厚く謝意を表すものであ

る。
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　當地域の地歴は全て薪第三紬及ぴ之以後の砂岩頁岩礫岩の同1巾様な累居であり瀬戸川

系・三倉系等の先第三系は存在しない。

　静　岡　后　群

　静岡市北方の眞富士山一龍爪山一銭機山アルカリ岩髄の東に在り後述する田代峠衝動

線以西に分布し茎として砂岩頁岩互盾より成る一連の地歴を纏構して

　　　　静　岡　居　群

と名づける。静岡暦群は中部以北では大鵠酉に向った軍斜構造で南部は北東一南西及

び北酉一南東の夫々軸を持つだ榴曲をなし之を面より東に向ぶ衝動が繰返し切断して

居る。岩質は殆んど砂岩，細砂岩，．頁岩のフリツシ型互盾であるが最上部と下部は黒色

泥岩を持ち，中部は融色の凝皮質岩である。此の間は何れも整合してみる。

　　最上部…　　…寺肚畑黒色泥岩

鷺上静一風芸二鵠居

居中部…・・ Q灘芸器互居
群下静… P募鮒機

　1OOO米以上

O～850米以上

570～1250米

　　O～700米

　　30～150米

　　200米内外

150米以上（？）

　（1）下部静岡居群

　最下部に相當する河内盾は両河内村両河内附近の異津川上流甲岸に田代峠衝動線に滑

ひ狭く顔を出してみる。良く洗はれた碧色の砂岩細砂岩泥岩が規則正しいブリツシ型互

居をなす。下底は衝動に断たれて見えない。此の居あ各軍居は厚さ30糎～40糎である。

　河内居の上には賓ノ窪泥岩層が來手。露閉して居る厘域は河内居より虞く長いが両端

は共に断盾に断たれて居る。甑ち静岡暦群の下部は北部屋域．にのみ見得る。

　賓ノ窪泥岩層は空として黒色無届理であるが時に褐色或は。鼠色をなし不鮮明ながら紬

砂岩の薄居が加はり互居する部分もある。比較的崩潰し易く此の地盾の露出する所は多

くは凹地や走向に平行な澤，鞍部等を形成してみる。賓ノ窪南部には石文岩の小レシズ

を見る。此の石次号は次色で比較的泥質である。グロビゲ切ナ等遠洋性小型有孔麹を含

む。

　（2）中部静岡眉・群

　下は吉原動色凝皮質岩居，上は四十坂渤色頁岩砂岩互居で雨音の間は漸移する。即ち

吉原居は大部分無届理であるか上になるに從ひ次第に薄い堅硬な淡色砂岩，非凝荻質暗
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糠色泥岩が加はり之等の互居となる此の互居の部分が四十坂屠である。

　吉原居は空として輝石長石の結晶を含んだ凝茨質粗粒砂岩で堕基性火山砕属物を含

む。之は比較的卒静な水中に堆積した地居である。本地域の中部南部では大鎧に於て田

代峠衝動の前縁を構成して居る。一吉原層・の代表的露出地吉原に於て后厚は衝動面上に

150米が測定し得る。北に行くに従ひ薄くなり河内，賓ノ窪附近では厚さ30米となる。

吉原居の特徴は球状に風化する事であり，叉色彩が汚らしい黒褐色或ひは勘色で玉葱状

の風化を相伴って醜魁な容貌を呈する事である。北部では礫質で古朝の砂岩頁岩から成

る直径2糎内外の圓礫を持つ。吉原居を覆ふ四十坂居は南に護達し北に潰滅する。薄い

謝色の頁岩と砂岩の互后で何れの地域でも盾内榴曲が甚しい。殊に代表的露出地吉原北

方の四十坂では九十九折の坂道に六十度内外の軸傾斜で屏風状に紹曲して居るのが見ら

れる。又四十坂盾の内の泥質の部分は南方の山原，権ケ谷附近の向斜部にのみ厚く護達

して居る。之は無届理砂質泥岩で濁緑色である。筒四十坂居は更に南西に延びて静岡市

東郊の谷津汕・八幡山を形成する。

　地形的に凋立突出した丘陵であるが地質的にも｝つの北に少しく傾いた軸を持つ背斜

構造をしてみる。四十坂居も此の谷津山附近では相當厚い砂岩の后を持ち從って禰曲の

規模も北方に比べて犬をくなって居る。

　何れにしても四十坂后は無能なる地居であって有能な吉原后と上部静岡后群とに挾ま

れ大福曲に睡倒され迎合して甚しい居内の擾飢を導いて居る。

　（3）上部静岡后群

　下位の北麓居は静岡層群の根幹をなし。地居分布の庸さ禍曲の規模の雄大さに特徴が

ある。之より下の四十坂后より移り愛った砂岩頁岩の互居に始まり，次第に砂岩が厚く

優勢となり僅かに頁岩の薄居をを件ふだけとなる。更に上になると再び規則正しい砂岩

頁岩のフリツシ型互層・となり長尾盾に移化する。北方では居間に礫岩珪質頁岩及び石文

岩の1ノンズを持つが南方では之等を倖はない。砂岩は新鮮な部分は青緯色で稀に輝石の

結晶を含み，凝結程度の低い鐵誘質砂岩后には居面に滑って樹葉，樹皮等の植物破片を持

つものが有るが判別は不可能である。后に封じて卒行成ひは直角に多籔の自脈があり此

の鵬に滑って風化し易く從って多くは方形の岩塊に風化し崩潰するのが北麓屠の一つの

特徴である。北麓居の砂岩は厚さが一定せぬが多くは一米内外で時に八米に達するもの

が有る。北麓層・より上位の長尾居は30糎～50糧の砂岩，細砂岩，頁岩のフリツシ型互居

であって砂粒は良く洗はれ美しく規則正しい居理を示す。分布地域は南に虞く南北或は



伊　　　　　旧

北東一南西の榴曲軸で単純な勤構福山をして居るのに反して中部の西奈村長尾附近で

は軸が北或ひは南に急傾斜して居る。

　元來北麓厨と長尾居とは明確に匿別冊來るものではなく前者は厚い砂岩をもち不規則

な互居で後者は規則正しいフリツシ型の互居であるだけの違びで之も北に行くにつれ次

第に崩れ龍爪山東麓ではもはや此の間の匿別が困難となり之よりも北では四十坂暦も長

尾后も全て北麓盾型となる。全鎧の暦厚は賓ノ窪附近で570米であるが南方では2100米

に達する。

　筒大塚博士は上部最上部静岡居群を龍爪山居群と呼び此の地域で逆鱗して居る様に説

かれ又其の下に小河内泥岩盾が來る様に言はれるが共に確誼はない。

　（4）最上部静岡居群

　静岡層群の最上部は寺肚畑黒色泥岩盾である。本地域の西端に南北に露出し北へ行く

程護達して居る兆カミある。大部分黒色泥岩であるが最下底は細礫を青色泥岩が充填した

礫質泥岩が有り此の上に砂質の青女色の泥岩が來る。之より上はすべて女色或ひは黒色

の泥岩である。時に青味を帯びて居る所がある。又居理は一般に不明瞭であるが稀に砂

居（厚さ数糎）を挟む。筒寺社畑盾にも下位の地盾と同棲石次号の團塊を少しく持ちグ

ロどゲリナが入って居る。盾厚は約一千米であるが上端の位置が明かでない爲最厚部の

厚さは測定出來ない。

　和田島層群

　第三系の内静岡居群のよに來る地居群である。地域の東牟を占め南北の一向斜構造を

なして横はり，西側は田代峠衝動線で静岡眉・群と境し，向斜の東翼は傾斜不整合で茂畑

礫岩后が覆ふ。和田島居群とは大塚博士が興津川岸の地名から命名されたもので筆者の

国分と殆んど同一の地居を呼ぶ爲煩雑を避けて之に從ふ。

欄1
^蘇：㌦互居

　　　　　　　　　　　’、”ウチ

　和田島后群の形成する南北の向斜を。戸倉向斜■と呼ぶ。波多打川互居は此の戸倉向

斜の東翼を絶って南北に流れ興津の西に注ぐ波多打川の河底のみに露固し殆んど垂直か

或ひは西に急傾斜するフリツシ型の厚さ20糧の砂岩泥岩の互居である。之を茂畑礫岩I后

が基底礫岩を持たぬ傾斜不整合で覆ふ。即ち波多打川中流で茂畑礫岩盾が所謂。窓■に

近い構造を作って周．る。
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　和田島．盾群の之よゆ下位の地后は露幽して居ない。波多打川后の上位は杉山泥岩居で

ある。杉山泥岩盾の下部は無届理碧色の細砂岩居で次に無盾理暗褐色泥岩が來て之が上

になるにつれて薄い砂岩の盾理が見えて來る。互層部分は厚さ五糎爾後の規則正しいも

ので美しい縞目を作って居る。杉山泥砦居は静岡盾群の四十仮勘色頁砦砂岩互層と構造

上類似し，後者が北麓后の下で擾飢された穣に戸倉居の厚い有能な地居の下に在って無

能さを示しジグザグに極端に橘曲してみる。此の禍曲の軸面は南方では一般に直立して

みるが北になるにつれ軸面が東に倒れ和田島以上で一は移動距離の小さい衝動に移化して

居る。勘ち之が和田島衝動である。戸倉向斜の東翼では此の様に一般に杉山泥岩居の上

部のみが層内榴曲をなし擾蹴してゐるのに反して，西翼では杉山后の上部と共に下部の

泥岩が相伴って禍曲し田代峠衝動の下盤を構成して居る。又庇の北方では杉山盾は櫻峰

岡動の前縁下盤に在る。此の様に杉山后は常に衝動の繭端の下盤に極度に榴曲して在る

事は著しい構造上の特徴である。杉山后の厚さは無盾理碧色細砂岩の部分が約200米，

此の上の泥岩が約50米，薄い互居の部分が110米と測定したが相當の小柄曲が有る昼此

の測定値は多少の誤差がある。

　さて杉山居の上の戸倉砂岩泥岩互盾とは青緑色の砂岩を茎とし青衣色の泥岩を挟むも

ので和田島厨群の主要部を構成する。爽在する粗粒砂岩后は鐵鋳質の沈澱物を持ち之に

は植物破片を多数含んで居る。稀に砂岩居に樹葉の明かな化石を産す。勘ち庵原村奥杉

山より

　　　　Q皿erc㎎2c吻P

　　　　Q口e・cusミP．

を見出した。叉他に同様のものが二三箇所から咄て居る。戸倉后は南方では普通砂質で

殆んど礫岩と言ふものを持たぬが北方勘ち興津川岸以北では礫質となり砂岩頁岩の他礫

岩が互居する。

　葛澤火山岩
　トヅラサワ

・和田島星群の砂岩泥岩を貫いて輝石安山岩が岩脈となつて避入して居る。此の岩脈と

之を覆ふ安山岩の角礫圓礫を含む愛朽暗黒色粗粒砂岩，凝茨質礫岩を綜合して葛澤火山

岩と呼ぶ。葛澤火山とは犬塚博士の命名した名稽を襲用したものである。

　岩脈は葛澤附近及び其の西に数箇所大鶴東西の走向で現れるが岩脈自鵠非常に風化し

て居る。之は此の地塊は上下を衝動で断たれ擾勧に由來する。

　礫岩中の礫は殆んど皆輝石案山岩であ．るが之にも種類があゆ必しも此の附近の岩脈ぱ
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かりから材料を得たものでない。故に此の安山岩が避入した時代には他にも筒安山岩が

逝入質拙したに相違ない。叉和田皐東方に一部之と類似した堆積后が露出してみるが后

序から見て同一居と信ずる。

　槍　村　泥　岩

　葛澤火山岩の上に不整合に在る地盾で葛澤附近にのみ露出する。基底礫岩を持ち之に

は杉山泥岩居或は戸倉居の砂岩等の礫が入ってゐる。

　槍封泥岩は友黒色の陣け易い泥岩で上部は暗褐色となつて居る。

　徳間礫岩居
　檜封泥岩に引き綾き此の上に礫岩，砂岩，泥岩の夫々厚い互局部分があゆ次第に礫岩

のみとなる。礫岩后は北へ非常に廣犬な分布をなしてゐて，之も亦北へ傾いた一つの向

斜構造を形成する。礫岩は大小の雑種の礫を含む勘ち種々な砂岩，頁岩，細礫々岩，珪

質砂岩，ホル：／フェルス，石文岩，赤黒白の硅砦，火成岩としては閃緑岩，石英斑岩な

どである。何れも圓磨されて居り大小の豆粒大より人頭大に亙るものが不規則になら．ぴ

中粒の砂で充填されて居る。筒礫は土部程豆大なものを持つ。此の地后の上限は見極め

得なかった。

　茂畑礫岩后

　福山した和田島層群を石ひ傾斜不整合の關係に在り，波多打川を軸として綴るい禰曲

をしてみる。下部は細礫を持？た礫岩砂岩と頁岩を少しく交へ稀に黒色泥岩の角礫を持

つ角礫岩が入る。此の内で砂岩が可なり優勢であるが上になるに從ひ礫を合与茂畑附近

では礫岩のみとなる。

　茂畑礫岩居と徳間礫岩居とは殆んど同時代の同質の岩石であるが英の分布地域が南に

偏し相互の連絡を鰍き叉茂畑礫岩后の下には葛澤火山岩と檜封泥岩に相當するものが無

いので一臆別の地盾とした。

　嶺　　　居

　静岡盾群を調査地域の南端で不整合に覆ふ地居である。下部は空として砂質糖土居で

礫居を混へ時に凝次質の事もある。凝皮質の部分は帯白色である。句れも凝結の程度は

低い。

　上部は圓礫を持つ礫居で礫の間は粗砂が充填する。此の上部と下部との間は一見不整

合状である。



所謂・中央地溝帯■南西部の地質構造
7

　嶺居は静岡市南東の久能山1・日本平附近の地層と同一で千谷技師が土方居とされた一も

のが嶺居下部に相當し，小笠山礫盾と言はれたものが嶺暦上部に相當する。礫居の礫は

第三系の戸倉后らしい歎い砂岩頁岩及ぴ古期の砂岩，頁岩，礫岩，チャート，一石英斑岩

並びに粗面岩の礫を砂泥等が充す。普通拳大で不揃である。筒庵原村庵原の秋葉疎杜裏

では貝化石を見出した。帥も下部の帯白色砂質粘土中より

　　　　Dentalium　sp．

　　　　Anada㎜sp．

　　　　Yoldia　sp．

火　成　岩　類

　火成岩としては静岡市北方のアルカリ岩帯と眞富士山東麓の石英斑岩及ぴ前述の葛澤

附近の輝石安山岩服である。

　イ，魑機山一寵爪山一一眞富士山アルカリ・岩帯

　此の附近の岩石に就ては山崎直樹氏の積しい研究がある。即ち静岡市北部の賎機山の

Muge町iteと池ケ谷に於て断盾で境し寵爪山一眞富士山の曹達粗面岩が南北に延びる。

此の曹達粗面岩は風化の度が甚しく崩潰して居る。又一部の地域では弗石が直樫3～5粍

程度の球穎となつて入って居る。

　口．石　英斑　岩

　員富士山東麓には曹達粗面岩と静岡盾群とに挾まれて石英斑岩が渦て居る。之は菱翠

色の石基に小さい石英，長石の斑晶が散在するもので叉奮期の石英斑岩，曹達粗面岩を

多数捕獲し角礫状をなしてゐる所もある。

　從って明かに此の石英斑岩はアルカリ岩帯より耕しいもので龍爪山一員富士山の曹

達組面岩も静岡后群よ↓時代は耕しい。之は曹達粗面岩が静岡居群の砂岩に僅か饗質を

奥へて居る事より知る。

　以上が此の地域の岩石の記載であ一るが堆積岩を見ると静岡盾群にしても和田島居群に

しても寺社畑泥岩を除いて伯は皆礫質の岩石が北方で勝り之に茂畑礫岩，徳間礫岩が加

はり駿甲国境附近は責に礫岩のみの蓮綾となる。之に反して南方の静岡市・清水市に近

い地域では何れの后の岩質も砂岩頁岩の互居で共の厚別に困難する程である。此の様な

共通性の有る事は第三紀の此の地域には或類似した海底状況が繰返されたと者へねばな

らぬ。今述べた事は横の類似性であるが又縦の僅質的ち時間的に見ても類似賭が多い。
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微細な鮎を綿密に見れば異るが犬をく見ると静岡居群と和田島居群，叉檜村泥岩より徳

間礫岩居に至る居序曲關係も種々似て居る事に氣がつく。

構　　　　違

　上述の通り居序も岩相も類似したものが多いが構造の上からも亦雨層群並びに徳間礫

岩后は共通鮎かある。即ち静岡居群に於ては上部の北麓屠が，和田島盾群に於ては戸倉

后が犬をな開放橘曲をなす。後者は明かに北に30痩傾いた向斜軸で一つの向斜構造をな

し，前者では西側の翼の咲けた之も向斜であり上部の徳間礫岩后でも北に35度傾いた軸

傾斜の向斜構造をしてみる。又葦畑礫岩后も波多打川を軸とする緩い向斜構造である。

此の様に大きな向斜構造が繰返されて居りながら之に勘瞳する一背斜部か無い。向斜構造

と向斜構造とが相接する間は佃れも酉に傾いた衝動面を持つ衝動となつて居る。帥ち背

斜部に衝動を導來したのである。

　次に静岡，和田島雨居群を支配する北麓居・戸倉后の下には夫々四十坂屠・杉山居が

あり層内に於て複雑な小柄曲を打って居る。之も共通性の一つである。殊に杉山后の信

曲は甚しく，尖頂のジグザグ型で和田島セは和田島衝動となり矢崎はで櫻峠衝動となつ

て居る事は先述の通りである。

　衝動は此の様に大髄南北に走り西に傾いた面を有し，西側の古い地居が東側の新しい

地居の上に押し上った形をなしてゐる。此の最も大きなものは田代峠衝動である。衝動

の第二の形式は』比の様に背斜部に出來たものと異物后面に近い衝動面を持つたものであ・

る。之にはさほど大きなものは無いが例は多い。更に之等の衝動を横断する影后が有る。

多くは北東一一南西或は北西一南東で東西に近いものもあるが皆既后の両壁か水卒移

動したものである。此の南北性断后と東西性断后は各々別の時期に凋立して出來たもの

ではなく共に密接不離の關係に在る事は容易に認め得る。

　田代峠衝動，和田島衝動の型と類縁のものを附近に求めると大塚博士及び井上巻業氏

の研究された由比川沼岸の入山逆断后は下部鮮薪統の濱石岳礫岩后と洪積統との間を境

して居り西へ60度傾き走向N1O。亙であり。文官士川中流の曙逆新居も之に類し，

井尻正二氏の研究された山梨縣南亘摩郡の所謂糸魚川一静岡線も亦性質が近似する。

要するに中央地溝帯の南西部では同じ穣な逆断層が同じ橡な状況で繰返して居るもので

ある。
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　田代峠衝動

　甲駿国境の田代峠より南方に向け面河内附近で興津川上流の断眉線谷を形成し更に南

に走って高山，吉原を経て伊佐布川に於ても同様新居糠谷をなし途に清水市の北方に達

して沖積后下に渡す。

　北は田代峠より更に延びて居るが之は調査厘域外に属する。此の厘域内で長さ約18桁

程もあゆ本地域の構造を根本的に支配するものである。前縁は比較的直線的である。中

南部では前縁に静岡居群の内の中部の吉原后が屠り河内附近では最下部があり之より北

は地居と斜交して田代峠では最上部が來る。衝動面は最北部を除いては軍一でなく圭衝

動面の上に必ず一或は二の副衝動面を伜って居る。単一である北部は比較的高角で4q産

前後であるが南に來る程低角となる。殊に高山附近には三個の。クリッペ■が侵蝕に堪

え残ってゐる。

　此の衝動は此の穣に蓮績してゐるにも拘らす岩石が饗質してみる所は吉原附近に一箇

所有る程崖で他は僅かに破棒する程度に止まつセ屠る。大塚博士が言はれる穣な破砕帯

と言ふものは見當らない。

　和田島衝動

　興津川中流の両河内村和田島に在るもので和田島盾群と東側の茂畑礫岩居との境をな

し西側の地后が東側の礫岩居に衝上してみる。又戸倉居も杉山泥岩盾の上に衝上してみ

る。直接擾剣する地居は杉山泥岩屑一上部の互居部分で全鎧として移動距離は小さく又南

方に行くに従ひ衝動は清えて杉山泥岩店内の禰曲と移化してみる。（南北に近い走向で

西に約30度傾斜す）

　櫻峠衝動
　前記の田代峠，和田島爾衝動と平行して此の中間の葛澤附近に閉來たもので矢崎の複

雑な構造を醸してみる。二段ρ衝動面からなり下段の圭衝動面は明かでないが上段の衝

動面は酉へ50傾斜し之を小断居で切ってゐる。北部に於ては和田島后群と徳間礫房の境

をなしてゐる。

　長　尾　衝　動

　上記の各衝動に大鎧平行するが性質は異る様である。南部は西奈村長良附近の長尾川

中より鐙し静岡后群上部を切り北に行くと北麓砂岩頁岩互盾の中で殆んど居両断盾とな

る。此の衝動線は東側の権ケ谷背斜構造を切り西側が英の影響を受けて居ないものであ

る。即ち梅ヶ谷橘曲より後に出來た事を知る。
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　所謂。糸魚川一静岡線■

　始め矢部博士が糸魚川一静岡線として示された時は本地域附近の確實な英の位置を

述べて屠られぬ。其の後研究した諸學者は或は安倍川の線であると言ひ或は安部川東岸

であると言ひ或は寵爪山一眞富士山アルカリ岩髄の東側であると言ふ。量後の位置と

考へる者は山崎直樹氏と大塚彌之助博士である。

　燃しながら筆者の調査した慶では共の位置は相當の崖錐或はアルカリ岩の岩屑を被っ

て居り明かには見えぬカ｛かかる大横遣線らしきものは見えない。故に調査地域内に關す

る限り糸魚川一静岡線は存在しないものである。筒井尻正二氏は本地域の北側山梨縣

内で之を確認して屠られ之より北では明瞭である故突然蒲失するとも者へられぬ。何れ

アルカリ岩帯，石英斑岩に覆れたものではあるまい牟㌔

　鍍泉の分布に就て

　調査地域には多数の鑛泉（冷泉）が存在する。此の鉄泉は皆蒲出量は僅少であるが英

の分布を調べたところ興味ある結果となった。帥ち田代峠衝動線の両側に17箇の硫黄泉

が在り，長尾衝動及び苧山逆断后の上盤に夫々3箇，5箇が散在する事で何れも帯状に配

列してみる事である。

割　　　　　比

　本地域は化石は甚だ乏しく殆んど滴定なものが出ぬ。嶺昼下部の少数の貝化石，戸倉

盾の植物化石二種，賓ノ窪泥岩・。檜封泥岩・寺社畑泥岩・杉山唇より小型有孔轟の不完

全穀少数を見出したが此の貧弱な資料のみで地房を対比する事は無謀に過ぎる。併」し乍

ら静岡市の谷津山，八幡山の地質は嘗て横山教授が調査され大井川階蓬索居の藤枝砂岩

なりとせられ又千谷好之助學士も亦之を大井川盾として屠られる，故に少くも静岡后群

中部は犬井川階として誤無い。

　次に嶺居上部の礫居は久能山日本卒の礫層・，即ち千谷技師の小笠山礫后に相當し，嶺

暦下部は同地の土方居に相當する。但し果して模式地の小笠山礫居，土方后と同一であ

るか否かは凝間である。此の久能山附近の地居が下部洪積続なりとすれぱ本調査地の地

層・は中新統大井川階より下部洪積統に至る地居を含むものである事は確實である。英の

内中問の各層が夫々何れの時代であるかは後の研究に譲る。
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i）鈴木　　敏　廿高分ノ　富士固帽及地質説明書2547
2）矢部長克　糸魚川静岡地溝線　現代の科學　6・2578・

3）千谷押之助　三倉暦ざ大井川暦さの關係に就て　地質寧雑誌　36．2589．

4）山崎官営駿河団西部に於ける火成岩の化學成分に就て　小川博士還勝目念地學論叢2590．
5）　国中元之進　甲府盆地西方山地（亘障山脈）の地形に就て　同上　2590・

6）千谷好之助　七萬五千分ノー静岡園幅及地質説明書　2591

7）井上■滝富士川下流々域の地質概観堆學雑誌46．2594・
8）吉井　正敏　富士地方第三紀屠の地質構造　地質學雑誌　42．2595．

9）植山　次郎；倉厨及大井川厨の層序學反古生物學服部報公會研究抄録　2596、

ユO）大標O之助静岡縣庵原郡東部の地質構造地震研究所報告16－2，蝪8．
11）井風　正二　山梨縣南亘睦郡の糸魚川一静岡構造線に就て　同上　18．2600．

12）膿山　荻口　大井川下流地方第三系層序及び地質構造　矢部数段還后能念祀賀講演録　2601．
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